
繭暦の内外二暦に於けるセリソの化學的組成に就て　　　　55

一一一MF一弾一

繭暦の内外二暦に於けるセリシン

の化學的組成に就て

井　　上　　柳　　＄吾

田　　代　　　茂

　　　　　　　　　　　第一　　緒　　　　雷

　4’繭騰を取り是れを切雫して内夕に二騰に分ち次の法による可溶性禦素薫を測

定するSきは」奪爾騰に於て著し喜差異あるこSを知るべし。

　内夕に二騰に切掌しナこる繭贋を各一瓦宛五組取り、各200蝿の蒸量留水を如へ逆流

冷却装1量を附して汽分ザト分・三十分・一時口眉及二時間嚢沸し直に吸引濾∫愚し

て其濾液ゆの全蟹素量を定量し是を無水繭暦に封するバーセンテーヂを以て表

はし細比較する時は次の如き結果が得らるSなり。

全魂1鰍1

柵繕鰍議

内暦

鷲分問賞沸

　％
O．532

0．828

0．719

1．130

L550

1．890

0，510

0．650

0．450

一卜分開1擬’沸

o．797

1，035

1．126

1，570

1，800

2，160

0，670

0．910

◎，9io

相・分聞養湖｝

L157

L736

1845

2，300

2．520

3、240

LO70

L560

1，160

醐時間撹沸

1，563

2，166

2．346

2．540

3．090

3．940

L280

1、830

二二時開壷沸

2．064

2．533

2．830

3．120

3．380

4．330

L710

2，180

1’56° 奄Q41°

　以上の結果によゐ時は外層のセリシンは内贋のセリシンに上ヒして著しく可溶

性なる事を知る著者は溶解性により℃セリシンを二種に分類し繭の外暦に存在

して著しく可溶性なるセリシンをρセリシンミ縮し、内贋に含有せられ溶解度
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の低きセリシンをβセリシン零総へfり、此二種類のセリシンは輩に物理的性

質に於てのみ差異あるものなるや將化墜的組成に於ても藻別あるものなるか此

羅iを確かめん漏め分離しkる二種の・LTリシンを加水分解し生ぜるアミノ酸を分

灘し是れを比較研究せり、然して次の如き結果に到達せり。

　　　　　　　　　　第二　　實　　，験

A．實鹸材料
　新昌長種の繭を取り是を切申して不純物を串來得ゐ限り除去し繭厨を荘意し

て内外二暦に分離せり。

　かくして分離したる内外1欝に就きil聴巳の法に依り可溶性窒素量を測量し是れ

を比較したそJに次0）如し、侃し下表の撒字は無水繭謄に鋤するバーセシテーヂ

を示せり。

五牙問叢沸

十分間麓沸

三十分間嚢沸

一時…聞叢沸
　　　【朧

繭麟水分

・　履外　マ「「マ
　％
O．60　　　　　　　　　　　　　　　　1．43

0．70　　　　　　　　　　　　　　　　2。19

LO8　　　　　　　　　　　　　　　　3．30

1．43　　　　　　　　　　　　　　3。85

1024　　　　　　　　　’　　　10石O

Q．63

LO6

1．51

王．77

11．54

　縦座擦i：に可溶性窒素の溶解度を取り横座棚ヒに慮理時間を取り曲線を以て

以上の結果を示す時は次の畑しc
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％

璽

¢

鼠

　　　　　　　　⊥』　　⊥
ノ　…　　　　　　　o分　　　　　　　　　　　　1噂向

内夕擬よりセリシンの分齢

期到oo瓦鋤珊を取り大形のソツクー7・レ勤氏脂肪浸水器teJLIゐ・純Pt　pt

テルを以て工0時間乃至120寺間浸出しtSエPtテルに剛容性物質を悉く除去し1後

蜜温に於て熟風雄りてエー一　・・ルを1職撚巖に「）°％・）1購を蒙翻し加騰

中にて一顯の詔劃釧｝ll幽1し礫〔に吸輪過し夏に5°％σ㈱醐をイ蜘し

て是れを灘し更に5・％の1酉精酬へて1瀧彫麟る方法によ卿騰により

て塵理し、かくして酒精に可溶性なるtl勿質を出來得ゐ限り除去す・此のLftPくし

て後二倍乃至三催σ）漏習水励1へ加難1樟方ぱ二氣脚許にて約引ロ欄加

鞭理し次ぎ曜れ嫌咄して吸引1繭し温湯にて洗1條し再び隙゜）永繍

へて前綱法によりて劇1す、∬七σ珈くするこ溺回にして酬学夜o）全くe“　”」

．ット廊馳匙さるに錫しめ調ほ此揚合に於て繭S・・e）取りナ・る絹繊継

顯微鏡下に親擦してセリシンを全く認・めさるに到」らしめて中止す。

　かくの如くにして得たる浸出液及洗1撫髪を合し湯煎鍋上にて蒸嚢しで濃厘な

¢，しめ酒精及工・一テルの況合液を加へてセリシンを沈澱せしむ、生じたる沈澱

は白色膠魅を呈す、是れを一爬問放置したる後上澄液を傾注し次ぎにセリシン

の沈澱を濾過す、かくして得ナ・る・リ・・齢紙を鱒ナ・Z｝　ISira土板」・に一謙
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間放置して水分の大部分を吸牧せしめたる後是れを硲F皿に移し、硫酸興室乾

燥器申に置きて乾燥せしめプこり、其牧量教の如し。

外騨滑10⑪0瓦よりセリシン200瓦1鵬繭脚80嚇よりセリシン25瓶を得た

り。　　　　　　　　　・

　（B）．内、外贋セリシンの種々なる形態の窒素0）定景

　上記の法によりて得たる内、外層爾セリシンに就き種々なる形態の窒素を定

量し謝の如き結果を得たり。　　　　　　。

全　　　　　窒　　　　　素

アマイド態窒素
フ　　ミ　ン　態　窒　素

硫酸加水分解液中の全窒索
加水分解液巾燐タングステン酸に
よりて沈澱ぜらるる窒索

モノアミノ酸の全窒素
eノァミノ酸のアミノ態窒素

モノァミノ酸の非アミノ態窒素

次　　　　　　　　　　　　分

外監銚剃内臨期・
J7．33％

1．28

0，11

17．22

2，92

12，27

1L91

0．36

1．48

　　16。95

　　1．48

　　0，10

　　16，80

　　2，62

　　1Z61

　　11．68

　　0193

，　　1．40

　（G）．内鳳及外暦セリシンの元素的組成

　外騰セリシンσ）ラ己素的組成

　塞素の定量　一供試料0．1瓦を取り常法により窒素の窟最を行ひ、窒素⑪，0173

瓦を得たり、是れより窒素17．31％をそ騨こり。

　炭素及水素の定量　一供試料0．2瓦を取り、常法により炭素及水素の定景を行

ひ淡酸瓦斯0・3255⊃‘、水⑪・1030」”ri2e得たり、是れより炭素磁，47％、水素5．’72％p

を得たり゜

内暦セリシンの元組的組成

　窒素の定搬　一供試料0、1瓦を玉1又り常法により窒素の鴬量を行ひ、窒素0．0169

瓦をぞ昇ナこりo
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是れより窒素16・94％を得ナこりo

　炭素及水素の建量　一一一・供試料｛）．2瓦を取り常法に從ひ、炭素及水素の飽蛙を行

ひ淡酸瓦斯0．3393⊃畠フk〔｝．11筋瓦を得たり、是れより澱素46．2％・水素蒔浸2％

を求めたり。

　LY，上の結果を綜合する時1ま次の如し。

窒　　　　　　　索

・炭　　　　　　素

水　　　　　　素

酸　　　　　　素

夕卜暦セリシン

17．31％

44．47

5．72

v32．50

内　履　セ　リ　シ　ン

16．94・／s

46．29

6．42

30．35

　以上の結架は各五回宛實瞼を反復して得ナニる結果をZド均しナこるものなり、是

等の結果より見る時は触・｝回・・は・i嚇・リ・・に上ヒし窒素及灘の％多

くして炭素及水素の割合寡し。

（D）・鰯酔リ・・の全加｝く分解

廟記の法によりて分離しナこる外展セリシン200玉蔦を取り、tt「）％の硫酸一立を加

へ霊温（囁氏20度）に於て約・・1輔鷹u附碍し焔もの端鳶鮒に於て

2時間嚢沸し殆んさ液化したる後逆流冷却器幸を附し16時間金鋼上にて賞沸虜、然

るにヴウレ卦反齢ほ瞭髪聯を以硬に比重1・8・』OD硫酸to°・岨蒸溜水1°O

ee．・Sの耀腋を渤1し廻こ六時間劃犠かくして帥・ツ暇離く陰魔

なり不溶膿潮殆ん灘底に認めさるに酌ナ・搬約ヨ鰻の蒸溜水を加へ

て稀羅し吸引濾過す微瀧の淺沸は撒回熱水を加へて洗醗し、枕藤液の全くニン

ヒドリン反懸を呈せさるに到らしむ’eかくして濾液ざ洗鱗液ごを合し是に濃厚

なるバリタ水を加ヘゼ精確に硫酸を除き血炭を加へて脱蝕して放置し硫酸バリ

ラム及血炭を沈降せしめ」二澄液を傾薦し沈澱は歎回熱水を加へて洗渦し其の洗

鰍の金くピウレツト反勲呈せさる闘1肪しむ・かくして硫酸を除き燭濾

液及洗騰液を集め低湿低腰の許に蒸溜して濃縮しチロシンを折出せしむ1チロ
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　シンの濾液を距に濃縮して再びチロシンを結晶せしむ、此操作を反復りるこミ

　涯回にして濾液は全くミロン民反慮を翌せさるに到れり、かくして分1雛したる

　チロシン0）金量は無水セリシン100瓦にi断し2，85瓦なりo

　　チロシンを分齢したる母液は再びイ返i臆低温の許に濃縮し含利別掴ミなし無水

　酒精を加へて激回蒸溜し水分を出來得る限り却去したる後更に無水酒精を如へ

　乾燥せる盤酸瓦斯を通じて飽和せしめ夏に操作を反復してアミノ酸をエステル

　化す最艦に液を蒸溜して濃厚霊なしグリココル、エチル、エステル購酸盤の結晶

　微：1’il：を加へて冷所に長時間放置したるにグリココルbエチル、エステル盛酸聴の

　結晶漸教析出したるも」憾t鵠だ僅かにして分離する窮能はす・、是に於て更に無

　承酒精を加へ撒回低温低｝憂套の許にて蒸溜し過剰の鞭酸を除去しエステル法によ

　りてeg・一一回エスプルの分別蒸溜を行ひたる後工・’一テルによりて浸出せられざり

　1ノ残澤に鞭酸を加へて溶解し低温低縢にて蒸溜して析出せる瞼獺を濾別し酒精

　を以て：再三盤類を洗灘し爾ぽ濾液に酒精を加へて盤類を沈澱せしめて是れを分

　離し盤響類を悉く除去したる液を蒸嚢して酒精を垂ξり夏に盤酸瓦斯を通して飽和

　せしめ逆流冷却器を附して三三時聞嚢沸し低歴の許にて蒸獲して舎利別歌ミなし

　前記せるご同様の法によりて第二回アミノ酸エスナルの分別蒸溜を行ひ・斯く

Sして得たるアミノ酸エステルを更に加水分脅翠し常法によりてアミノ酸を一々分

離し分析によりて是れを決電せり。

　　實瞼撮作中の損失量を明かにせん爲めに各繰作の終りに於て窒素の定量を行

　ひi次0）結県を得たり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無水セリシン100瓦に封する窒素澱

　　　・全　　　　　 欝ゴ　　　　　素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．33瓦

　　　加水分解確中o）蟹素　　・　　　　　　　　　　　　17・22

　　　不溶解残i澤申0）窒素　　　　　　　　　　　　　　　　｛）．刀

　　　硫酸バリ％及血炭中に吸詣蜴れナこゐ繊　　，，　］．．（［o

　　　分離したるチロシン申0）窒素　　　　　　　　　　　り．22

　　　チロシンを分離しナこる濾液中0）窒素　　　　　　　　14。59

　　　繍議響鷹難出し7e　1“　　1・t・・
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　　　　　　　　　　　　　H－t－一一一”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

第rill万ノ醗砿カレ・）分別蒸溜

71ノ酸エステルo）エーカレ溶1皮中o）窒素　　　5・58

第一分男嚥溜榊o）素窒　　　　　　゜・27
第二二分別蒸轍中の窒素　　　　　　1・23

第三分別蒸溜液・ゆ鱗　　　　　　
゜・2‘』

　第四分別蒸溜液中の窒素　　　　　　　　　　　」・oo

　フエ＝）レアラニンの窒紫　　　　　　　O．i7

欄幽紳の犠「　　　　　　蜘
　ア1ノ酸エステルをエーテルにて浸出しナこる　　　　g．01
　後の残il宰中の窒素

析出し焔㈱申o）窒素　　　　　　゜・s1
蝋せるアミノ酸工・力囎囎鋤・溶液中の糠脚

第二回アEノ酸エスラルの分別蒸溜

　アミノ酸∬テ・・0）エーカ熔液・F10膣素　　2・70

第一分別蒸轍中の窒素　　　　　　｛ロ・2

第二分別蒸轍申の嚇　　　　　 一顧｝

　第三分別蒸溜灘1の窒素　　　　　　゜・1〔｝

、第四分別蒸轍中の懸　　　　　　゜・69
　フエニ・一ルアラニンの窒素　，　　　、　　　　　　0．08

　蒸溜残檸中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　0・99

　アモノ酸エステルをエーテルにて浸出したる　　　’5．舶

　残1宰中の窒素

アミノ酸エステルo）分別蒸溜纈養は訳の如し。

第一Nアミノ酸エステルの分服§溜

翻罵「・・熱製・輔繍藷駆蹴欄
一anmenptn［utth FtST1lc－idi±fipm－Pim　P　pt　　　　　　　　　　　　　　・ノ

第一分別燕溜運　　湯　浴　　460C

第二分刎燕溜薩　　1湯　浴　　δ3

　　　　　　　ロ第三分別蒸溜匿　　湯　浴　　84

第四分男唖蒸溜匝　　油　浴　　120

蒸　溜　幾　　澤　　　　t－一　　　一N

60　　　　　22粍　　　　　30分

　　　　　　　時　分98　　　　　　17　　　　　　L10

98　　　　3　　　LIQ

200　　　　　　　1　　　　　　L20

ア、　酸
ニステル
の牧量

20．oza

25．0

9，5

3ZO

27．0

アミノ酸

の牧量

2フ71乙

13．56

2．S6

16．21
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第二回アミノ酸エステルの分別蒸溜

蒸溜分瞳

第一分別蒸溜圏

第二分別蒸溜甑

第三分別蒸溜嚴

第四分刑蒸溜斑

蒸溜残瀞

加熱装置

湯浴
湯　浴

揚浴

汕溶

温　　　　度

蒸灘内陶騰外

50　oC

88

90

J80

60

98

98

200

駆力

］5粕

10

3

0．1

蒸溜時聞隣難
　　　1の牧鑓

35s＞

50

45

時　分
1．OO

16’O「L

12：3

50

17．7

9，0

アミノ酸

の攻嵐

1　．021il

7．35

1．38

6．90

　此の如くして分離したる各蒸溜分随は是れを各加水分解しナこる後分別結晶法

にょりて倫ほ混合せるアミノ酸を分離せり。

　プロリンは各蒸溜分匠を加水分解して蒸畿したる後無水酒精を以て浸出して

是れを分離し後銅盤を邊りて決定せり。

　此の如くして分離したるアミノ酸は一々分析を行ひ是れを決定せり、

　最後に得たるアtノ酸は衣の如し。　　　　　　　　　　　　，

アミノ・酸の種類

グ　　リ　　コ　　ロ　　ル

ア　　　ラ　　　ニ　　　ン

ロ　　イ　　　シ　　　ン

アスパラギン酸
グ　ル　タ　ミ　ン酸

セ　　　　　リ　　　　ン

フエ＝ルアラ＝ン

チ　　　ロ　　　シ　　　ン

セリシン200瓦より分離
したる量

5．63瓦

17，41

4．35

5。16

L79

11．94

4．90

無水セリシン100瓦に
封する量

2．99瓦

9．24

2、30

2．74

0，94

6β3

2，60

2．85

分離しtcるアミノ酸の決定

グリコ：ル

グリココルはエチル・エステル盛酸賂書して其結陥形及其溶融謝iにょりて決定
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せか、共溶融MJiは1441藍を得たりD

　爾は窒1素の窯舐の結果はi次の如しb　O．1563瓦のグリココルは0・02916瓦の紫

素を！・i三ぜり。・

　　　1汁算数　（C2H50望Nεして）　　　　　　　　　　】8・67％N

　　　實瞼数　　　　、　　　】s・6G％N
　アラニンs混合せるものはピクリン酸聰Sしてグリココルを分離せり、グリ

ココル、ピクラ・一．トの溶融黙は188度なりき。

アラニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　O．2コ1G瓦のアラニンはキエルダー・一ル氏法によりて窒素の定量を行ひ、窒素0・0

3328瓦を4尋ナこりo

　　　計多轍（G、’1・1，0，Nεして）　　幽　15・73％N

　　　實駒撒　　　　　　　　　15・7”％N
。ラ。城。ル。の齢物は鞭を勘τ分別柵法によりて分離し朧

定量して決建せり・

ロイシン

　0．1825瓦0）供試料を秀解して窒素の定景を行ひ窒1素0・0195顕ユを得たり。

　」　計算撒　（C6H13儀N霊して）　　　　　　　　　】0・69％N

　　　實験数　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　10．71％N

　砧」ほ銅ka　l　SJして分離し銅の定量を行ひ次の如き結果を得ナこり。

塗同　懸

　0，101乳瓦に就き銅を霊最し銅（）・〔｝199コ謡を得ナこりo

　　　計弊数　（（CGH12NO2）2Guごして）　　　　　19．（；・L％Cu，

　　　實瞼敷　　　　　　　　　　　　　　　　　19・｛；　C，％Cu

アスパラギン’_
　0，2053瓦の供試料に就き窒素の楚簸を行ひO．02】6瓦の窒素を得ナこり。

　　　計鉾：撒　（Gu（C41－16NOa）Sして）　　　，　　10・53％N

　　　、實験歎　　　　　　　　　　　　　　　　　10・55％N

　teリン戯昆合せるものは鋼盤霊して分灘し銅脅定量して是れを決定せり、即
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ち銅聰0．1301瓦に就きて窪同を窯量し0．0406瓦の銅を得たの。

　　　計算鍬　（GuC4H5N場0亀して）　　t　　　　　　32・G6％Gu

　　　實　 1瞼　敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31ゆ21・％（）i－1

セ　リ　ン

　0，1523瓦の供試物に就き窒素を定最し0．0202瓦の窒素を得ねり。

　　　計勢撒　（C3砺q｝Nsして）　　　　　　　　　　13・34％N

　　　實瞼歎　　　　　　　　　　13・30％N　．、
グルタミン酸

　グルタミン酸は懸酸讐虐して分離しゾこりしも其量少なかりしを以て分析によ

りて是れを決定うるに到らす、輩に盤酸盛の性撚によりて決定せり、溶融顯

190度なりきo

　if’　7・パラギン酸ミセリンミの結鹸を分ちたゐ濾液は眞塞にて蒸溜して濃縮し

舎利別JM’　sCなし乾燥せる盤酸瓦斯を飽和せしめ更に一回蒸溜して濃縮し一ケ月

以上放置したるに始めてグルタミン酸鞭酸盤の結晶を得teり・析出しtる結晶

を濾過したる後前法を反覆して第二回の結晶を得其濾液を放置したるも全く結

晶生ぜざるに到りて後水を加へて嶽回低腿の許にて蒸溜して盤酸を追ひ出し酸

化鉛を加へて暖めナこる後冷却し更に酒精を加へて賂酸を盤化鉛さして沈澱せし

めて是れを除き更に硫化水素を通じて鉛を沈澱せ．しめ倫ほ低歴の訴にて蒸溜し

て硫化水素を追ひ出し苛性曹逮を加へて微酸性に到る迄中和し減腰の許に蒸溜

して濃縮し放躍したゐにセリンの結晶を得ナこり・

　（E）．内1露セリシンq，）全ガくYJfl分角吊　　　　　　　　　　　　　’

　蘭記の法によりて得たる内暦セリシン210瓦を取り、25％の硫酸1200ccを加へ

逆流冷却装置を附して約六時間湯煎鍋E：にて加熱し金く溶解せしめ後直接火紹

上にて八時間叢沸したるもビウレツト反慮爾ほ溝失せざりしを以て更に25％の

硫酸500ccを噌加し六時間震沸したるもビウレツ1・反慮溝滅せざりしを以τ、更

に六時間炎沸しピウレット反慮金く陰性ざなれり是に於て加永分解を終1よれり

分解後直に吸引濾過し不溶解残擦を分ちバリタの濃溶液を加て硫酸を精密に除

却し硫酸バリウムの沈澱を濾過し其濾液を《或歴の許にて蒸溜して濃縮しチロシ
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ンを分析出せしめたり、チロシン0）分齢を敷回反復し全ベチロシン分離ぜざる

に到りナこる後其濾液を再び低兀縫の許にて蒸溜乾固せしめナこる後無水酒精を加へ

て再三蒸溜し出來得る限り水分を去り更に無ガく酒精を加へて｝陀燥せる購酸瓦斯

を通じて飽和せしめ次いで低歴蒸溜を行ひて樋當なる濃度ざなしグリココル・

エチル、mステル、鞭酸盤の糸吉品を少：｝i玉：加へて一夜間冷却しt：ゐもグリココル・

エチルbエステル折出せす便に液を低rl即）許にて蒸獲乾澗し無永澗精をカrlへ乾

　　　　　　　　　　　　　　　1燥盤酸瓦斯を通じ操作を原復したるも燧にグリココルMエチル、エステル盤1駿

li艇は得ゐ事能はす館に於一Cl南：にエステル法により一Cアミノ酸を分離せり・アミ

ノ酸エステルをエーテルを以て濫出したゐ揚合の幾津は糟酸を加へて最れを溶

解し低温低燃0）詫午にて蒸1曽1して濃縮し生ぜる盤業掘1緑過し濾別したる盤類は？1πi

精を以て洗醗し夏に臨類の濾液に酒精を加へて撚類を分離したり、Y：ヒの如くし

て盤類を掛來得る限り除」illしたる後蒸潔して酒府奪な除き後乾燥せる贈酸’J，こ斯を

飽和せしめ逆流冷却装置を附して六時間嚢沸し後減胚の許にて蒸溜して會利別

妖霊なしエステル法によりて第二二mアミノ酸エステルの分離を行ひ、此の如く　1

して生じたる残津に就き夏に同樺なる操作を反復する購六同に，及べり、斯く0）

如くもて出來得る限りアミノ’酸の分離に力めたり、かくして分際し1騨こゐアミ

ノ酸エステルは常法によりて加水分解を行ひ分別華吉品法によのて各アミノ酸を

，分離せり、プロリンは第Ptより第三に到る分別蒸溜腿を加フk分角弔し九る後蒸叢

乾個し是れを無水澗精を以て浸鋤して分離せり。

　各分離したるアミノ酸は分析して是れを淡定せり・實願二1塞各操作偲に窒素め

定量を行ひ實雛1の誤蕪脅明かにせり。

　，員1：紹身ミは次0）如し。

　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　禦iガくセリシン1‘｝OJ；〔aji

　全　　窒　　素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16・9昌瓦

　蚕加紛解液中の窒糞　　　　　　、　　16．SO
　全加水分解残檸中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　f｝・’1　O

　硫酸バリウム沈澱中に吸若せられナこる窒素　　　　　　　　　L叫

　分離したるチロシン中の窒素　　　　　、　　　　　　・・　　O，vEl
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　　チロシンの濾過液聞の窒素　　　　　　　　　　　　　　14．70

　　チロシンを分離したる後析出せる鞭獺中の窒素　　　．　　（1．75

　”a3－一’回アミノ酸エステルの分溺蒸溜

　　遊離せるアミノ酸エステルのエーテル漆液中び禦素　　　2．1）4

　　第一分男lj蒸溜1畷中の窒素　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　⑪．1｛』

　　第二分別蒸溜塵中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　0’11

　　第三分別蒸溜魑中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　0．11

　　第四分別蒸溜庭申の窒素　　　　　　　　　　　　　　　0，42

　　蒸溜残津中の蟹素　　　　　　　　　　　　　　　　　1．1δ

　　藻講講鍵講ルによりて灘　　　・2．・・

　第二回ア之ノ酸エステルの分別蒸溜

　　遊離したるアミノ酸エステルのエー一テル溶液申の窒素　　　0，45

　　第一・分別蒸溜腿中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　0，02、

・　第二分捌蒸溜優申の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　O，14
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

　　第三≡三分分り蒸溜置藁叫コ0）窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．03

　　第四分捌蒸溜塵申の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　0．03　　°

　　蒸溜残i津申の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，17

易呑騰灘議工一テルに欄しキる　　制
　第三回アミノ酸工3テルの分別蒸溜

　　遊離せるアミノ酸エステルのx・一　i“ル溶液中の窒素　　’　2，57

　　第一分別蒸溜匠申の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　0．06
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　第二分別蒸纏申の麟　　　　 、　　　O・・3・1
　　第三分男［j奔糞オ留腿　中　0）窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0●　21

　　第四分別蒸溜踵申の窒素　　　　　　　　　　　　　1　　　　0。70

　蒸溜残津申の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．94i

嘉薩灘謙工rテルにて浸出し’t・　　論

第四回アミノ酸エスちルの分別蒸溜　　n

　　　　　　　　　　　　　　　　J
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　遊離せるアミノ酸エステルのエーカレ溶液中σ）窒素　　　3．鋤

　第一一一分別蒸溜胚中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　O。1e

　第二分別蒸潔腿中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　C｝．57

　第三三分Ji’」1」｝｛走ミ2碧穿畠還Fii　O）窒諌…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．07

　第四分別蒸溜随中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪，tSIS

　掘留残澤申0）窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．89

勲謂鞍ルを　テルにて浸出しナこ賜合に　5．0－t
　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

第五回アミノ酸＝ステルの分別蒸溜

　遊離せるアミノ酸エステルノ＝　一一　」“・レ溶液中o）窒素　　　2淑

　第一分別蒸溜厩中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　‘｝．0｛；

　第二分別蒸溜瞳中の窒素　　　　　　　　　　　　　　（），30

　第三分別蒸溜1鎚申の窒素　　　　　　　　　　　　　噛　　〔｝，（）（｝

　第四分別蒸溜！腿中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　o．31

　蒸溜残潭中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，63

蝕壱磐懸テ晦　ナルに欄L㍑る撒に　・・fi・、

第六四アミソ酸＝7xテルのエーテル1容液中σ）窒素

　遊離せるアミノ酸エステルo）エーテル溶液中の窒素　　　婦1｝

　第一分別蒸溜魑中0）窒素　　　　　　　　　　　　　　｛｝．田．

　第二分別蒸溜随中の窒泰　　　　　　　　　　　　　　　0．1協

　第三分別蒸溜随中のi餐素　　　　　　　　　　　　　　　　　0，0L）

　第四分別蒸溜顧申の窒素　　　　　　　　　　　、　　　O，o？

　蒸溜残檸中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧7

磁譜懸テルを　テルに叢肌ゾニ鋤に　・・7・、，

　以上各回に於ける分別蒸溜膜中第四分別蒸溜騒0）塗糞はフエニノレアラニンの

窒i素を除きナこるものなり。・　　　・

　次き亀に各回に於ける分捌累案溜の糸占果を鵬く“、但しアミノ酸エスナル及アミノ

　　じ酸の牧量は原料2」0瓦より得たるものなりo
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第一画．分別蒸溜

温　　　度
分燃溜隈蒸繍外1蒸溜器内置唇力

第一分別潴溜鵬

第二分別藤溜灘

第三分別蒸溜薩

第四分別藻溜匠

蒸溜飛津

60t）C迄　　　　 40〔，C迄　　　　　30：es

98　　　　60　　　　20

98　　　　80　　　　5

250　　　140　　　　！

蒸溜［！占澗

時　分
0，30
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O．50

1．20

1

アミ『

m酸
エスア）レ

の牧最

66，60T

5．60

5」3」

19，23

17・89

アミノ酸

の取彙

1．34冗

］．40

1．80

7J4

◎．549

第二圃分別蒸溜

分刑蒸溜ll藍

第一分期蒸溜【斑

第二分鋼蒸溜雇
仁

第三の励藻溜匿

第匹｝分瑚i猿溜匠

ジ

蒸溜淺津

温　　　度
譲溜器外階溜器内隙　力Xif溜H’SflSl

60

98

98

250

、…，。　。．3，

60　　　　1　　　15　　　　　　　0。45．

　　1

アミノ酸

Xステル
の取量

75　　　　　　　5　　　　　　LOO　　｝　　　1，2

　4．5

　3．O

l’

アミノ酸
の牧ff；

130　　　　　　　　1　　　　　　　2．00

1　　　！一

O．21

036

0．23

　　　玉，1　　　伽　　　　o，49

1　－　 1　－　　　　＿＿　　　4．71　｝　　．』
i　　　　　　　　　、1

第三圃分別蒸溜
温　　　度

分男嚥隔彌矧灘暴内降力
第一分刷藻溜暖

第二分別藤溜照

第三分刷燕溜優

第四分甥蒸溜醍

蒸溜　残澤

1，6。

　98．

　98
　250

’－　　　　　　　　　　ny
蒸溜時間

、。125　。．、。’d

65　　　　　　　10　　　　　　　0．50

．80　　4　1　1・30
　　1　　　　　i160　　　　0・2　1　050
　　　　　　「

一．1－lpm

畿罪…酸
の収最　の枚童

1，．，　1α64

6…μ・8

　670　　　2．54ト

　22．32　　　　　　11、42

　10．46　　　　・一

第四回分別蒸溜　　 ・　　　　　ti　ti

1
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　　　　　　　　温　　　度
分男嚥溜匪蕪瀟タドτ禰罰”

　　　　　　i　　　　l
第一分別iii9溜i置　　　60（℃迄　　40（℃1迄

第二分刎蒸溜瞳I　g8　　　65

第三分男11蒸溜騒　　 98　　　70

第齢”1縢溜腿　25。　12。

　　　　　　1蒸　溜　残　沸　　　一e　　　　一

撫　　力

20糎

12

5

王

　　　1アミノ酸
蕪溜時間1エステル
　　　｝の」i嫉1

睡，v　分

O．50　　　　14．7瓦

0．50　　　120

1．OO　　　4．O

L20　　　　　　19．〇

－　13・1

アミノ酸

の牧量

1．83Td

7．04

0．92・

10．64

一一　　　　　　属

　第五回分別蒸溜
温　　　　度

分別蒸溜塵翻器須蒸溜瓢歴　ヅ」

fiX　一一分別蒸溜隈

第二分刷藻溜瞳

第三分別擁溜瞬i

第四分別藻溜圏

蒸溜窺沸

60

98

98

250

40　　　　25

60　　　　12

75　　　　5

120　　　　1

蒸溜日芋問
アミノ酸
エステル
の牧量

O．4Q　　　　　　IO．2

LOQ　l　　8・6

1．00　　　　2．0

0、50　　　　7．7

　＿　　　15。0

アミノ酸

の攻蹴

0．65

3、80

0．82　1

4．23

L　　　　　　　　　第六圓分別蒸溜

分別蒸溜囁
温　・　度
翻馴翻幕内懸力翻時「瑚

第一分瑚蒸溜脹’

第二分別蒸溜囁

第三分別蒸溜廣

第四分刎蒸溜騒

蒸溜幾言宰

・・『 S・1・引…
98　　　1　　60　　　　　　12　　　　　　LOO

，∴65　6目⑳
、，。　12。　口L、。
　　　　　　　1　　　1

－1剛 堰|1一

アミノ酸
エステル
の収量

3．5

1．5

L1

0．1

2．0

アミ／酸

の牧貴

0．06

0．52

0．27

0，37

　此の如くして分離したる各分捌蒸溜1越は常法により各加水分解を行ひたる後

減謄0）許にて蒸登乾澗せしめ1酉精によりてプロリンを分離せり、フx＝ル7ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　
ニンは第四分捌蒸溜賦に蒸溜水を加へたる後工・一ナルを使用して浸出し楚れを

分離せり、各分別溜蒸1、』1よりは分別結醒コ法にょりてアミノ酸を分離せり、術1ま
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分離し難きも0）は銅盤を造りたる後夏に分別結晶法によりてアミノ酸を分離せ

り。

　斯：くして分離したるアミノ酸は一々分析を行ひて是れを決定せり、嗣して最

後に得たる結果は次の如し。　　　　　’

1　アミン酸類　　　　　　無水セリシ川o瑚・

　　　グリココール　　　　　　　　　　　　　5．77瓦

　　　アラニン　　　　　　　　　　　　　　　　 8．49

　　　ロイシン　　　　　　　　　　　　　　　 O．et　3

　　　アスパラギン酸　　　‘　　　　　．　　　6．81

　　　グルタミン酸　　　　　　　　　＋．　　　　，

　　　フェニルアラニン　　．　　　　　2・｛S（S

　　　セリン　　　　　　 2・56

　　　、プロリ　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．35

　　　チロシン　　　　　　　　　　　　　　　f）．25

　分離したるアミノ酸類の決鍵

　グリ　コtコーノレ

　供試料0。1970瓦をキエルダi－・・ル氏法により窒素0）霊量を行ひ窒素0、0366瓦を

得たり・

　　實　験　3＆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　18・58％（N）

　　計算撒（CH2N2HCく）OHεして）　　　　　　　　1S・67％（N）

　アラニン

　供試料0．1893瓦を取り窒蛮の定量を行ひ蜜素0．0299瓦を得たり。　　’

　　實　題琵封　婁女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15，80％（N）　　　　　　　，

　　計鉾歎　（OH3CHNH2GO（）H，　Sして）　　　　　　ユ5・73％（N）

　アラ＝ン銅盤0．096瓦を燃焼して銅0・0254瓦を得ナこりo

　　實験　婁交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　　　　　　　26・46％（Gu）

　1　　計寡数　（Cu　（q墨正f〔，N｛）2）2電して）　　　　　　26・52％（Cu）

　ロイシン
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、・イシ・ン銅監0β瓦を燃焼して銅〔1・00獅こを織こり・

　　實願撒　　　　　　　　　　　　　　　】9・67％（Cu）

　　制・多塞数　　（（G6HユゴNOの2Cu電して）　　　　　，　　　19・64％（（Uu）

　アスパラギン酸

　供試料0，4862瓦を取1）窒素の窯量を行ひ0・05161兀を得たり。

．　實験撒　　　　　　　　　　］o・61％（N）
　　計算激　（C4H7NO、躍して）　　　　　　　　　　10・53％（N）

　アスパラギン酉愛銅0，］664瓦を取り燃焼して銅0．⑪52】瓦を得ナこりo

　　實駿激　　　　　　　　　　　　　　　31・31％（Cu）

　　計1算数　 （GuG4HゴNO4十％H20ざして）　　　　　31・23％（Cu）

　セ　リ　ン

　供試料0，1995瓦を取り窒素の窯量をそ了ひ窒1素0・0266瓦を得たり。

　　實瞼数　’　　　　　　　　13．3a％（N）
　　計弊数　（CぎH703NSして）　　　　　　　　　　　　13・34％（N）

　セリン鋼0．16瓦を取り燃焼して銅を定鍛してO．0376瓦の銅を得たり。

　　實瞼歎　　　　　　　　　　　　23．50％（Cn）
　」計算数　（（（）31モra（）：IN）2Guざして）　　　　　　23厩6％（（】u）

　プロリン

　プロリン銅盤0．125瓦を取り燃焼して鋼を電ゴ11：し銅0．⑪271瓦を得1こり・

　　實　馬愈　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2］．68％（（〕u）

　　計算歎　（CuOI。HIGO4N2さして）　　　　　　　　21’79％（Otl）‘

　チロシン　　　　　’　　　　　．

　供試料0．5瓦を取りキエルグール氏法によりて窒素を建搬し蟹素0．0388瓦を

得7り。

　　實纐数　　　　　　　　　　　　　　　　7・76％（N）

　　計勢；数　（Ogll1ゆ3N霊して）　　　　　　　　　7．73％（N）

　　　　　　　　　　　第三結　　　論

　以．ヒ叙述したる結果より兇る時は繭の内騰及外騰1二存在せるセリシンは其溶
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解性に於て大なる差異ある0）みならす㌔其化學的組成に於てもtS叉差異あるを，

認め得らるsなり、今鵬已せる實瞼レ詠りて得ナこる爾セリシンの化騨」組成を

比較すれば次0）如し。　　　　　、

ア　ミ　ノ懐　漿

グ　　リ　コ　　コ　ル

ア　　　ラ　　　＝　　　ン

ロ　　イ　　シ　　ン

アスパラギン酸

ク“直！タミン酉菱

セ　　　　　リ　　　　ン

フ笛ニルアラニン

チ　　　ロ　　シ　　ン

プ　　ロ　　リ　　ン

乾　物　　100　冗　　巾

繭胴・・…　1齢伽セ…

2．99・ @1　・…rt　・
　　9．24　・　i　　8、49
　　　　　　　　　　2．3。・　1　　。．73

嘲2．，4　1　、、81

6。94　　　　　　1　　　　　　　十
　　　　　　　
6．33　　1　　2．56
　　　　　　｛
2．60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・66

285　　　　　　　　　　　　5．25

＿　　　　　　　　　　　　　　0．35

以上の結果より見る時は外暦セリシンは内暦セリシンに比してグリココル・ア

’Zバラギン酸．及ヂロシンの量塊くロィシン及セリンは却つて多濫なり・面して

アラ＝ン及フエニルアラニンは爾者大略相等し、是等の顯よの考ふる時は此爾

セリシン其溶解性に於て著しく異なるのみならば其他學的細成に於ても相異れ

るもの霊考へらるsなり、從來研究せられたるセリシン（伊太利絹セリシン1、カ

ントン絹セリシン2、歓州種絹セリシン3、秋獄大和錦種の繭のセリシン4、）に於

てはセリンは伺れも5．4－6．6％なるに内層セリシンに於ては僅に2・56％を有す

・　るに過ぎざるなり・尚又内暦セリ．シンに於てはアスパラギン酸の多き事も著し

　き禦に考ぺらるSなり、以．i：の結果より繭厨を構成せる著者の所謂び及βセリシ

　ンは翠に溶解度の上に於て異るのみならす、其化學的組成の上に於ても差異あ

　るものにして七リシンには少くさも二種類存総するものS考へ得るなりQ

　　繭の解斜は以上の事實よりして此二種頻のセリシンの繭居上に於ける分布0）

　舩態に重大なる關係を有するものにしてaセリシンの割合が増加する揚合には

　繭の解i、riは良好ミなり・之に反してβセリシンが檜加しσセ冴シンσ？量が減少す
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る時は繭σ）解箭は不良Sなるもの：∫思考せらるSなり。

　（1）　J・］，Fischel　ll丁・．△」・1　1gita　Z・plly呂io1・Chen），】f）Ol・33，　177；　19Ω2，35・

　　22．

　（2）】｛｝・Abderhal〔1en　U，、V・1VOrln呂・Z・1）k｝ア臼io】・σ11e111，191｝1｝・132，1・t，’2・

（3）F・W・StTauch：Z・］・11y・・　j・L　c］ienn・」側，7い硫

（4）井上柳梧bZIヱ澤勝・ヌ芝京化藁會怯第三九r映・第三〇一頁）

新式水分乾燥器め構燈と使用法

大　　塚　　重　　藏

　繊維の吸灘性

織物組に使用する繊維は何れも大氣中より多少にかかはらす水分を吸牧する

姓質を有するもので其の量は繊維の性質によつて異るが一般に絹毛等の動物繊

維は木綿、廟等の植物織維｝こ比して吸灘性（Hygroscopici七y）は強いのが普通で

ある。

　今≦武卓乞及催包＄口虹犬態　（tftir　cli’y．　且nd　Sεしbuya七ed　CQnclit，ion）　に方全「〔察氣「おより吸

牧する水分の割合を表すれば（大住氏著絹紡織學によゐ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
織維の卿」 @氣　、　乾…泡　，和
絹

羊　　　　、　　毛

綿

亜　　　　　　庶

黄　　　　　　　臓

フ　　　　　　ミ　　　　　　in

10－12

8－12

6－8

5－8

　6

6－8

マ漏ラ麻｝　8司2

30

30

21

13

23

18

40


